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県医師会長４期目を迎えて

　平成28年₆月₅日㈰、福島県医師会館で開
催されました第144回福島県医師会定例代議
員会で、県医師会長に信任・再選されました。
₄期目を迎えます。また、₆月25日㈯には、
日本医師会館で開催されました第137回日本
医師会定例代議員会において日本医師会理事
に選定されました。会員の皆様には引き続き
よろしくお願い申し上げます。
　会長職₃期₆年の間には色々な出来事が有
りました。平成23年₃月11日に東日本大震災、
翌日東京電力福島第一原子力発電所事故が発
生し、家族を失い、住むところを奪われ、学
校・友人・職場環境を失い、避難所生活を余
儀なくされ、放射線の子供への影響を考え、
県外・県内への避難者が続出し、未だに元の
平和な生活に戻ることが出来ません。₃年目・
₄年目・₅年目・₆年目の間に復興基金、再
生基金など相双・いわき方面の被害が甚だし
かった地域を中心に予算は付いたものの、医
療関連職の避難・離職者数が発災以前に戻る
環境には無く、救急医療を含め外来・入院等

の住民の健康・保健・福祉の体制は依然整っ
ておりません。放射線の影響が排除され安
全・安心で暮らせる経済的に安定した生活が
取り戻される迄どれ位掛るのでしょうか。此
処までは就任₆年間の出来事のおさらいで
す。誌面が少ないので現在抱えている課題を
列挙していきます。
☆県民健康調査の継続
　福島県が県立医科大学に委託して実施して
いる県民健康調査も₅年が経過し、今年₃月
には県民健康調査検討委員会においてこれま
での中間とりまとめが行われました。この中
では将来にわたる県民の健康維持、増進のた
めに調査を引き続き実施していく必要がある
とされておりますので、県医師会においても
甲状腺検査を円滑かつ適切に実施できるよう
引き続き超音波検査講習会や検査者認定試験
等について会員の皆様の御協力をいただきな
がら取り組んでまいります。
☆地域医療構想（ビジョン）の策定
　福島県では、年内を目途に地域医療構想の
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策定作業が進められております。団塊の世代
が後期高齢者となる2025年に向けて本県の医
療需要がどのように推移していくのか、また
その医療需要に応じるための医療体制（高度
急性期、急性期、回復期、慢性期の各病床及
び人的体制）をどのように整備していくのか、
県医師会としては、地域で真に必要とされる
医療体制がしっかりと確保されるよう福島県
医療審議会等を通じて意見具申を行うととも
に、地域医療構想調整会議に参加される郡市
地区医師会とも連携を図りながら取り組んで
まいります。
☆地域包括ケアに向けた取り組み（医療関連
多職種連携）

　地域医療構想と並行して、2025年を目途に
地域包括ケアシステムの構築にも取り組んで
行かなければなりません。高齢者が住み慣れ
た地域で自立して生活を営む際に特に医療や
介護サービスは不可欠のものであります。か
かりつけ医の普及による在宅医療の強化や切
れ目のない医療・介護サービスを提供するた
めの多職種連携の推進にも力を入れてまいり
ます。
☆予期せぬ医療事故調査制度の取り組み
　昨年10月に医療事故調査制度がスタートし
ましたが、福島県医師会では医療事故調査等
支援団体として登録するとともに、県内の他
の支援団体と協議会を設置し、横の連携を
図っているところです。これまで本会には₂
件の事故報告が寄せられおり、その医療機関
の院内事故調査委員会に対して専門家の派遣
等を行っているところです。制度がスタート
して日が浅く事例も少ない状況にあります
が、「医療の安全確保と医療事故の再発防止」
という制度の目的に沿ってしっかり取り組ん
でまいります。
☆県医師会ホームページ（ＨＰ）のリニュー
アル

　当会のホームページのリニューアルを図り

ました。今回のホームページの特徴は、会員
専用ページの「文書管理システム」を全面的
にリニューアルした点です。従来の文書管理
システムでの標題だけの一覧ではなく、文書
毎にある程度のサマリーを表示しますので文
書の内容が把握しやすく必要な文書の選別が
容易となります。また、携帯端末、スマホ、
タブレットＰＣなど様々な端末に合わせ画面
が変化しますので、常に見やすい画面構成と
なります。会員専用ページには、新たに会員
の先生方がご自慢の写真を投稿できるギャラ
リーも設置する予定です。
☆福島県医師協同組合設立、㈱メデサからの
スムーズな移行

　今年の₄月₁日、福島県の認可を得て福島
県医師協同組合を設立いたしました。また、
去る₆月₅日、福島メデサの株主総会におい
て₇月末日の会社の解散が決定されました。
これは、平成₃年、従前の互助会組織が解散
し福島メデサが誕生した時と同じように、会
員の減少や高齢化等による事業規模の縮小を
打破するために事業を大きな組織に移行さ
せ、そのスケールメリットによりサービスの
向上（高割引率な保険料、サービス品目の拡
大など）を図ろうとするものであります。現
在、福島メデサの事業の移行作業を進めてお
り、準備ができ次第会員の皆様にお知らせい
たしますので、当組合への参加についてよろ
しくお願いいたします。
☆福島県医療福祉情報ネットワークの普及、
ＩＣＴ技術を駆使して

　福島県医療福祉情報ネットワーク協議会が
取り組む医療情報ネットワークシステム（通
称「キビタン健康ネット」）は、平成26年度、
27年度の₂年間で「連携ゲートウエイ」や「Ａ
ＳＰ型電子カルテ」など全県をカバーする
ネットワークの基盤の整備を完了し、本年度
より本格稼働の運びとなりました。また本年
度は、平成28年度診療報酬改定によりキビタ
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ン健康ネットを利用し、「検査・画像情報提
供加算」や「電子的診療情報評価料」などの
算定も可能となっております。今後は、「Ａ
ＳＰ型電子カルテ」を希望されなかった医療
機関にも参加を呼びかけるなど、ネットワー
ク会員の一層の拡大を図ってまいります。
☆システム改革・組織改革・意識（心）改革
　私は、これまでの会長職にあって、特に₄
年目からこの改革三本柱に力を入れて取り組
んでまいりました。県医師会という組織が常
に外に目を向けながら自己改革に努めていか
なければ、日々変化する社会制度や県民の期
待に適切に対応できないと考えるからです。
改革三本柱に終期はありません。この改革を
更に進め、県医師会全体の機能を高めてまい
ります。
☆医療関連他団体との連携
　今、県医師会は、会が単独で実施する事業
の他に、県行政、県立医科大学、県警察本部
さらには県教育委員会などと密接に連携しな
がら県全体として推進する施策があります。

（例えば、若手医師の育成、県民健康調査、

A ｉ、学校保健など）これらは県医師会が関
わることで大きな効果を上げておりますが、
そのベースには、関係機関・団体等との日常
における顔の見える関係づくりの積み重ねが
あります。これからも関係機関や団体との懇
談の場を多く設けて連携強化を図ってまいり
ます。
☆心の医師会・心の医療
☆好かれ、親しまれ、信頼され、尊敬される
医師・医師会を目指して

　今後、少子高齢・人口減少社会が進行して
いく中で、地域医療の担い手集団である県医
師会に対する県民、行政等からの期待やニー
ズは、ますます高まってまいります。こうし
た期待に県医師会が自らの役割としてしっか
り応えていく心構えとして、私は、これまで
モットーとしてきました「☆心の医師会・心
の医療　☆好かれ、親しまれ、信頼され、尊
敬される医師・医師会」を目指して取り組ん
でまいります。会員の皆様には、県医師会運
営に対する特段のご理解とご支援を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。


